
3月定例会会  3月定例会 

改築中の御油保育園 

豊川市議会だより 平成16年6月1日  ④ 

平成16年度  

386億4,000　 

281億9,400　 

11億4,080　 

12億8,140　 

 39億1,960　 

5,330　 

5,300　 

 89億6,550　 

79億8,470　 

38億5,430　 

1億6,640　 

－　　  

7億7,500　 

136億2,579.2 

35億1,127.8 

101億1,451.4 

 

前年比 

109.8 

99.9 

97.0 

106.5 

102.9 

105.7 

119.3 

104.5 

90.9 

106.4 

91.0 

－   

107.6 

96.8 

97.6 

96.5 

 

 

平成15年度  

351億8,000　 

281億9,680　 

11億7,600　 

12億　230　 

 38億　600　 

 5,040　 

4,440　 

85億7,550　 

87億7,780　 

36億2,000　 

1億8,270　 

4,170　 

7億2,000　 

140億6,968.1 

35億9,660.1 

104億7,308　 

 

平成16年度各会計別予算  （単位：万円、％） 

会  計  別 

一 般 会 計  

特  別  会  計 

豊川西部土地区画整理 

豊川駅東土地区画整理 

公 共下水道  

農業集落排水 

公共駐車場  

国民健康保険 

老  人  保  健 

介  護  保  険 

在宅介護支援 

交通災害共済 

土  地  取  得 

企  業  会  計 

水            道 

病            院 

■
補
正
予
算 

　
⑭
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

は
、
御
油
保
育
園
改
築
工
事
の
入
札
差

金
に
よ
り
五
百
十
三
万
六
千
円
の
減
額
、

六
十
五
歳
以
上
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
者
の
増
加
に
よ
り
予
防
接
種
委

託
料
九
百
七
十
八
万
五
千
円
の
追
加
、

諏
訪
三
丁
目
十
二
号
線
整
備
の
た
め
一

億
六
千
七
百
七
十
八
万
二
千
円
の
追
加
、

南
部
中
学
校
校
舎
改
築
工
事
、
中
学
校

施
設
の
耐
震
関
連
の
委
託
の
入
札
差
金

に
よ
る
千
五
百
六
十
八
万
千
円
の
減
額

な
ど
を
す
る
も
の
で
す
。 

            

　
⑰
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）
は
、
一
般
被
保
険
者
の

療
養
給
付
費
と
退
職
被
保
険
者
等
の
高

額
療
養
費
で
当
初
の
予
定
を
上
回
る
と

見
込
ま
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
五

百
万
円
、
四
千
百
万
円
を
追
加
す
る
も

の
な
ど
で
す
。 

■
条
例
の
一
部
改
正 

　
○22 
部
設
置
条
例
の
一
部
改
正
は
、
総

務
部
に
防
災
、
生
活
活
性
部
に
防
犯
に 

　
三
月
定
例
会
と
五
月
臨
時
会
で
審
議

し
た
案
件
は
、
七
㌻
に
あ
り
ま
す
一
覧

表
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
主
な
内
容
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
―
―
（
定
例

会
関
係
四
㌻
〜
、
臨
時
会
関
係
六
㌻
〜
）。 

　
議
案
の
内
容
　
　
　 

■
新
年
度
予
算 

　
定
例
会
の
冒
頭
、
市
長
か
ら
①
〜
⑬

議
案
を
総
括
し
た
施
政
方
針
並
び
に
予

算
案
大
綱
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
予
算
編
成
概
要
）
国
の
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
負
担
金
の
一
般

財
源
化
等
、
厳
し
い
状
況
で
の
予
算
編

成
と
な
り
、
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し

た
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
、
自
立
し

た
地
方
自
治
体
を
め
ざ
し
「
元
気
の
出

る
ま
ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
　
豊
川
」

の
実
現
に
向
け
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重

点
的
・
効
率
的
な
配
分
に
努
め
、
可
能

な
限
り
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

（
主
な
施
策
）
個
性
的
で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
―
―
下
水
道
整
備
と
あ
わ
せ

て
の
善
光
寺
七
号
橋
の
改
修
工
事
、
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
整
備
事
業
の

推
進
な
ど
。
快
適
で
う
る
お
い
あ
る
ま

ち
づ
く
り
―
―
保
育
所
・
小
中
学
校
の

耐
震
対
策
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
と
し

た
家
具
転
倒
防
止
器
具
取
付
事
業
の
実

施
な
ど
。
人
に
や
さ
し
く
笑
顔
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
―
―
乳
幼
児
医
療
・
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、

障
害
者
地
域
生
活
推
進
特
別
モ
デ
ル
事

業
へ
の
取
り
組
み
な
ど
。
文
化
の
薫
る

心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
―
―
桜
ヶ
丘
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
十
周
年
記
念
事
業
、

学
校
教
育
の
独
自
の
事
業
と
し
て
学
級

運
営
支
援
事
業
な
ど
。
活
力
と
に
ぎ
わ

い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
―
―
中
小
企

業
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
事
業
費
補
助
金
等

の
中
小
企
業
支
援
へ
の
取
り
組
み
、
豊

川
地
区
活
性
化
の
た
め
の
支
援
な
ど
。 

完成間近の市営穂ノ原住宅 完成間近の市営穂ノ原住宅 

豊川市議会第１回定例会（3月定例会）は、2月27日
から3月22日までの25日間にわたって開かれました。 
3月定例会では、市長から平成16年度一般会計予算
を始めとする各会計予算、条例の一部改正・制定など
45議案のほか、同意が1件と議員発議の議員派遣が１
件提出されました。 



3月定例会 

完成間近の市営穂ノ原住宅 

⑤ 豊川市議会だより 平成16年6月1日 

防火対象物である「総合体育館」 

3月定例会・議案審議の内容 

関
す
る
業
務
を
明
示
し
、
行
政
運
営
の 

適
正
な
執
行
を
図
る
も
の
で
す
。 

　
○25 
市
議
会
議
員
の
報
酬
額
及
び
費
用

弁
償
等
に
関
す
る
条
例
及
び
市
長
等
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、

市
議
会
議
員
及
び
市
長
、
助
役
、
収
入

役
の
給
与
を
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
を
踏
ま
え
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。 

　
○34 
乳
幼
児
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部

改
正
は
、
入
院
・
通
院
と
も
に
就
学
前

児
童
ま
で
助
成
対
象
を
拡
大
す
る
も
の

で
す
。 

■
条
例
の
制
定 

　
○44 
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
制
定
は
、
手
当
の
種
類
、
支
給

を
受
け
る
者
の
範
囲
及
び
支
給
額
等
を

見
直
し
、
条
例
化
す
る
こ
と
で
給
与
条

例
主
義
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
す
。 

■
人
事
案
件 

　
同
意
①
教
育
委
員
会
の
委
員
に
花
井

正
文
氏
（
宝
飯
郡
音
羽
町
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。 

　
議
案
の
審
査
　
　
　 

■
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑 

　
総
務
文
教
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　

　
＊
＊
○24 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
職
員
定
数
削
減
に
つ
い
て
、

行
政
改
革
プ
ラ
ン
21
と
の
関
係
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
弁
）
職
員
定
数
削
減
目
標
は
、
行

政
改
革
プ
ラ
ン
21
に
沿
っ
て
民
間
委
託

や
臨
時
職
員
の
活
用
な
ど
事
務
事
業
の

見
直
し
の
取
り
組
み
に
よ
り
行
っ
て
い
る
。 

　
＊
＊
○29 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
地
方
独
立
行
政
法
人
法
な
ど
の

施
行
に
伴
い
、
職
員
の
人
事
交
流
が
行

わ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
期
間
を
退
職
手

当
に
通
算
す
る
と
い
う
改
正
で
あ
る
が
、

豊
川
市
と
し
て
の
具
体
例
は
あ
る
の
か
。 

（
答
弁
）
病
院
、
水
道
、
社
会
福
祉
施

設
な
ど
が
法
的
に
法
人
化
が
可
能
で
あ

る
が
、
現
時
点
で
の
具
体
例
は
な
く
、

将
来
を
見
据
え
た
改
正
で
あ
る
。 

　
厚
生
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
＊
＊
○33 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
使

用
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て
口
座
振
替

を
利
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。 

（
答
弁
）
毎
月
の
額
が
変
動
す
る
こ
と

の
通
知
や
実
利
用
者
数
等
を
考
慮
し
、

事
務
の
効
率
性
・
経
済
性
を
勘
案
し
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

             

　
＊
＊
○34 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
今
回
の
改
正
に
よ
り
乳
幼
児

医
療
費
の
助
成
対
象
が
入
院
・
通
院
と 

も
に
就
学
前
児
童
ま
で
拡
大
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
県
下
各
市
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
弁
）
拡
大
実
施
ま
た
は
予
定
し
て

い
る
市
に
つ
い
て
は
、
入
院
で
五
歳
未

満
児
ま
で
が
一
市
、
六
歳
未
満
児
ま
で

が
七
市
、
未
就
学
児
と
し
て
い
る
の
が

二
十
四
市
で
あ
り
、
通
院
に
つ
い
て
は
、

五
歳
未
満
児
ま
で
が
三
市
、
六
歳
未
満

児
ま
で
が
三
市
、
未
就
学
児
と
し
て
い

る
の
が
十
六
市
と
な
っ
て
い
る
。 

　
経
済
委
員
会 

           

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
＊
＊
○39 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
市
内
に
お
い
て
、
劇
場
等
の

舞
台
ま
た
は
客
席
、
百
貨
店
等
の
売
り

場
、
展
示
部
分
及
び
そ
の
ほ
か
で
火
災

時
に
人
命
に
か
か
わ
る
場
所
を
有
す
る

防
火
対
象
施
設
と
し
て
該
当
す
る
も
の

が
あ
る
の
か
。 

（
答
弁
）
業
態
別
の
三
項
目
に
分
け
、

一
つ
目
は
映
画
館
や
観
覧
場
等
で
舞
台

や
客
席
を
持
つ
総
合
体
育
館
等
の
三
施

設
、
二
つ
目
は
公
会
堂
も
し
く
は
集
会 

場
で
舞
台
や
客
席
を
持
つ
文
化
会
館
、

社
会
福
祉
会
館
等
五
施
設
、
三
つ
目
は

建
物
延
べ
面
積
が
千
平
方
㍍
以
上
の
百

貨
店
等
の
店
舗
ま
た
は
展
示
場
の
売
り

場
等
を
持
つ
プ
リ
オ
を
始
め
、
三
十
施

設
の
合
計
三
十
八
施
設
が
あ
る
。 

　
＊
＊
○42 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
豊
橋
市
と
豊
川
市
が
消
防
通

信
指
令
事
務
に
つ
い
て
共
同
し
て
管
理

執
行
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
る
協
議
会

の
職
員
定
数
、
派
遣
人
数
は
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。 

（
答
弁
）
二
十
八
人
の
定
数
の
う
ち
、

豊
川
市
か
ら
は
管
理
監
督
者
（
課
長
級
）

一
人
、
デ
ー
タ
等
を
管
理
す
る
職
員
一

人
、
通
信
指
令
業
務
の
担
当
七
人
の
合

計
九
人
の
派
遣
を
予
定
し
て
い
る
。 

　
建
設
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
＊
＊
○37 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
都
市
下
水
路
が
公
共
下
水
道

に
切
り
替
わ
る
経
緯
は
何
か
。 

（
答
弁
）
公
共
下
水
道
の
計
画
や
事
業

認
可
さ
れ
て
い
な
い
市
街
地
で
は
、
ま

ず
雨
水
対
策
と
し
て
の
都
市
下
水
路
事

業
を
実
施
し
、
公
共
下
水
道
の
事
業
認

可
区
域
と
重
な
っ
た
場
合
に
切
り
替
え

て
い
く
。 

　
予
算
特
別
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　

　
＊
＊
①
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
施
設

整
備
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。 

（
答
弁
）
豊
川
市
、
音
羽
町
、
一
宮
町
、 

小
坂
井
町
が
連
携
し
て
、
一
市
三
町
の

役
所
・
役
場
を
始
め
学
校
な
ど
合
計
九



整地が進む豊川西部区画整理事業 
 
 

豊川市議会だより 平成16年6月1日  ⑥ 

3月定例会・5月臨時会・議案審議の内容 

十
一
施
設
を
超
高
速
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

で
接
続
し
、
教
育
・
防
災
・
文
化
の
分

野
で
各
種
情
報
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る

計
画
で
あ
る
。 

　
＊
＊
②
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
豊
川
西
部
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て
、
十
六
年
度
分
を
含
め
た

進
捗
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
弁
）
十
五
年
度
末
で
事
業
費
ベ
ー

ス
の
約
三
十
四
㌫
、
十
六
年
度
は
十
二
・

九
㌶
の
整
地
を
計
画
し
て
お
り
、
事
業

費
ベ
ー
ス
約
三
㌫
の
進
捗
と
考
え
て
お

り
、
全
体
で
約
三
十
七
㌫
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。 

           

　
＊
＊
④
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
公
共
下
水
道
施
設
維
持
管
理

計
画
書
の
作
成
目
的
は
何
か
。 

（
答
弁
）
下
水
道
施
設
維
持
管
理
に
関

す
る
業
務
の
体
系
化
、
長
期
的
な
方
針

や
計
画
の
策
定
、
効
率
的
な
日
常
業
務

の
整
備
の
重
要
性
、
市
民
の
環
境
意
識

の
高
揚
と
と
も
に
下
水
道
の
果
た
す
役

割
も
多
岐
に
渡
る
こ
と
か
ら
、
計
画
書

に
沿
っ
て
下
水
道
施
設
を
十
分
に
発
揮 

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。 

　
＊
＊
○13 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
新
市
民
病
院
が
話
題
と
な
っ

て
い
る
中
、
現
市
民
病
院
の
改
築
工
事

費
に
つ
い
て
、
二
億
円
を
超
え
る
額
を

計
上
し
て
い
る
が
工
事
の
内
容
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。 

（
答
弁
）
現
在
の
施
設
の
老
朽
化
に
伴

い
行
う
も
の
で
、
管
理
棟
ほ
か
の
屋
上

防
水
改
修
工
事
、
中
央
監
視
装
置
更
新

工
事
、
ク
ー
リ
ン
グ
タ
ワ
ー
取
り
替
え

工
事
、
Ａ
・
Ｂ
病
棟
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
改

修
工
事
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

　
討
　
論
　
　
　
　
　 

　
＊
＊
①
議
案
＊
＊ 

（
反
対
）
新
年
度
予
算
は
乳
幼
児
医
療

の
拡
充
や
耐
震
対
策
な
ど
の
積
極
面
は

評
価
す
る
が
、
区
画
整
理
事
業
へ
の
穴

埋
め
的
な
財
政
支
出
や
目
標
数
値
の
達

成
を
優
先
し
た
職
員
数
削
減
な
ど
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
り
、
反
対
す
る
。 

（
賛
成
）
新
年
度
予
算
は
、
借
換
債
を

除
い
て
対
前
年
比
二
・
〇
㌫
増
の
積
極

的
な
予
算
で
あ
り
、
人
づ
く
り
、
歩
い

て
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
継
続

事
業
の
推
進
、
安
全
・
安
心
の
市
民
生

活
の
た
め
の
防
災
・
防
犯
対
策
な
ど
時

宜
を
得
た
適
切
な
予
算
で
あ
る
と
評
価

し
、
賛
成
す
る
。 

　
＊
＊
②
議
案
＊
＊ 

（
反
対
）
本
事
業
は
、
地
価
の
下
落
に

よ
り
処
分
単
価
が
計
画
の
三
割
も
低
く

な
っ
て
お
り
、
新
た
な
財
政
負
担
と
な

る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
、
期
間
の
延 

長
等
に
よ
る
財
政
負
担
の
軽
減
が
必
要

で
あ
り
、
反
対
す
る
。 

（
賛
成
）
本
事
業
に
よ
り
、
住
宅
地
と

し
て
良
好
な
環
境
の
市
街
地
形
成
が
で

き
、
ま
た
、
事
業
財
源
に
つ
い
て
も
計

画
的
な
保
留
地
処
分
、
補
助
金
・
交
付

金
等
新
た
な
制
度
の
取
り
入
れ
に
よ
り

適
正
な
事
業
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
も

の
と
判
断
し
、
賛
成
す
る
。 

　
＊
＊
⑦
議
案
＊
＊ 

（
反
対
）
国
民
健
康
保
険
の
市
独
自
の

減
免
制
度
を
廃
止
す
る
方
向
で
の
減
免

率
の
縮
小
は
、
国
の
改
革
に
よ
る
負
担

増
と
と
も
に
市
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す

る
も
の
で
あ
り
、
減
免
こ
そ
低
所
得
者

に
と
っ
て
は
必
要
で
あ
り
、
反
対
す
る
。 

（
賛
成
）
被
保
険
者
の
相
互
扶
助
に
よ

り
応
分
の
負
担
が
求
め
ら
れ
る
国
民
健

康
保
険
料
は
各
所
得
層
で
の
必
要
以
上

の
格
差
は
適
当
で
は
な
い
。
減
免
制
度

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
で
応
分
負
担
、

国
保
財
政
の
適
正
運
営
が
図
ら
れ
る
と

判
断
し
、
賛
成
す
る
。 

　
＊
＊
○24 
議
案
＊
＊ 

（
反
対
）
職
員
の
削
減
を
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
質
や
内
容
を
吟
味
す
る
こ
と
な
く
、

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
の
み
で
削
減
目

標
の
達
成
を
図
る
や
り
方
は
乱
暴
で
あ

り
、
反
対
す
る
。 

（
賛
成
）
職
員
定
数
の
削
減
で
、
民
間

委
託
や
臨
時
職
員
の
活
用
な
ど
の
事
務

事
業
の
見
直
し
は
費
用
対
効
果
を
図
る

う
え
で
常
に
必
要
で
あ
り
、
行
政
改
革

プ
ラ
ン
21
に
沿
っ
て
の
取
組
み
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
評
価
で
き
、
賛
成
す
る
。 

　
五
月
臨
時
会 

 

　
第
一
回
臨
時
市
議
会
（
五
月
臨
時
会
）

が
去
る
五
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
正
・

副
議
長
や
各
常
任
委
員
な
ど
の
選
出
が

さ
れ
た
ほ
か
、
市
長
か
ら
市
税
条
例
の

一
部
改
正
を
始
め
七
議
案
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。 

■
条
例
の
一
部
改
正 

 

○46
 

市
税
条
例
の
一
部
改
正
は
、
市
税

制
度
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
個
人
の

市
民
税
に
つ
い
て
老
年
者
控
除
を
廃
止

す
る
と
と
も
に
、
法
人
の
市
民
税
に
つ

い
て
は
、
密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災

街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の

改
正
に
よ
り
防
災
街
区
整
備
事
業
組
合

を
法
人
税
法
に
規
定
す
る
公
益
法
人
等

と
み
な
し
て
均
等
割
を
課
税
す
る
な
ど

の
も
の
で
す
。 

■
契
約
案
件 

　
○48 
南
部
中
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
工

事
の
う
ち
建
築
請
負
契
約
の
締
結
は
、

屋
内
運
動
場
の
老
朽
化
に
伴
い
改
築
工

事
等
を
行
う
も
の
で
、
鉄
骨
造
一
部
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
地
上
二
階
地
下

一
階
建
て
、
延
床
面
積
約
二
千
二
十
平

方
㍍
に
つ
い
て
契
約
す
る
も
の
で
す
。 

■
報
告
案
件 

　
報
告
①
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
流
行
に
よ
る
医
療
給
付
費
負
担
金

で
四
千
七
百
八
十
万
円
な
ど
を
追
加
す

る
も
の
で
す
。 



⑦ 豊川市議会だより 平成16年6月1日 

5月臨時会・議案審議の内容 

議決状況の一覧  

■
本
会
議
に
お
け
る
主
な
質
疑 

　
＊
＊
○48 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
今
回
の
建
築
請
負
契
約
に
お

け
る
落
札
率
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
ま

た
、
こ
の
率
を
過
去
の
工
事
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
弁
）
落
札
率
に
つ
い
て
は
九
十
五
・

一
三
㌫
で
あ
り
、
こ
の
率
に
つ
い
て
は
、

工
事
の
種
類
や
内
容
に
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
の
で
個
々
の
率
に
つ
い
て
高

低
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
入
札

の
透
明
性
・
競
争
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
。 

（
質
疑
）
屋
内
運
動
場
改
築
工
事
に
お

け
る
地
質
調
査
実
施
状
況
と
結
果
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
弁
）
平
成
十
五
年
度
地
質
調
査
委

託
事
業
と
し
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
二

地
点
で
実
施
し
た
が
、
結
果
と
し
て
建

物
の
基
礎
が
位
置
す
る
地
層
は
砂
れ
き 

層
で
あ
り
、
今
回
の
建
物
規
模
に
お
い

て
の
支
持
基
盤
と
し
て
は
適
切
で
あ
っ

た
。 

（
質
疑
）
屋
内
運
動
場
地
下
の
雨
水
貯

水
槽
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
利
用
す

る
考
え
な
の
か
。 

（
答
弁
）
改
築
す
る
屋
内
運
動
場
を
始

め
学
校
内
の
ト
イ
レ
の
水
洗
及
び
屋
外

運
動
場
の
散
水
用
と
し
て
雨
水
を
再
利

用
で
き
る
点
で
あ
る
。 

（
質
疑
）
雨
水
再
利
用
の
た
め
の
屋
内

運
動
場
地
下
の
水
槽
が
八
つ
に
分
か
れ

て
い
る
理
由
は
何
か
。 

（
答
弁
）
雨
水
を
水
槽
①
で
取
り
込
み
、

水
槽
②
か
ら
⑥
ま
で
の
沈
殿
槽
で
小
さ

な
異
物
を
取
り
除
き
、
機
械
室
で
の
ろ

過
処
理
後
、
中
水
と
し
て
水
槽
⑦
・
⑧

で
貯
水
す
る
た
め
で
あ
る
。 

　
＊
＊
報
告
②
＊
＊ 

（
質
疑
）
個
人
の
市
民
税
の
均
等
割
が 

二
千
五
百
円
か
ら
三
千
円
に
変
更
さ
れ

た
場
合
の
影
響
額
は
ど
の
程
度
あ
る
の

か
。 

（
答
弁
）
三
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
人

口
段
階
別
の
均
等
割
が
廃
止
さ
れ
、
三

千
円
に
統
一
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本

市
の
場
合
、
均
等
割
納
税
者
が
約
四
万

五
千
人
で
、
そ
の
差
額
五
百
円
を
乗
じ

た
約
二
千
二
百
五
十
万
円
が
影
響
額
と

な
る
。 

■
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑 

　
総
務
文
教
委
員
会
　
　
　
　
　
　
　

　
＊
＊
○46 
議
案
＊
＊ 

（
質
疑
）
今
回
の
改
正
に
よ
り
外
国
法

人
が
追
加
さ
れ
た
理
由
は
何
か
。 

（
答
弁
）
信
託
業
法
の
改
正
に
よ
り
、

国
内
法
人
だ
け
で
な
く
、
外
国
法
人
に

つ
い
て
も
信
託
業
務
を
営
む
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
外
国
の
法

令
に
よ
り
課
税
さ
れ
て
い
る
法
人
税
や 

住
民
税
の
法
人
割
に
相
当
す
る
税
金
が
、

国
際
的
に
二
重
課
税
さ
れ
る
こ
と
を
排

除
す
る
た
め
で
あ
る
。 

   

①16年度一般会計予算 

②16年度西部土地区画整理事業特別会計予算 

③16年度豊川駅東土地区画整理事業特別会計予算 

④16年度公共下水道事業特別会計予算 

⑤16年度農業集落排水事業特別会計予算 

⑥16年度公共駐車場事業特別会計予算 

⑦16年度国民健康保険特別会計予算 

⑧16年度老人保健特別会計予算 

⑨16年度介護保険特別会計予算 

⑩16年度在宅介護支援事業特別会計予算 

⑪16年度土地取得特別会計予算 

⑫16年度水道事業会計予算 

⑬16年度病院事業会計予算 

⑭15年度一般会計補正予算（第５号） 

⑮15年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

⑯15年度公共駐車場事業特別会計補正予算（第１号） 

⑰15年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

⑱15年度老人保健特別会計補正予算（第２号） 

⑲15年度在宅介護支援事業特別会計補正予算（第２号） 

⑳15年度土地取得特別会計補正予算（第１号） 

○21 15年度水道事業会計補正予算（第２号） 

○22 部設置条例の一部改正 

○23 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 

○24 職員定数条例の一部改正 

○25 市議会議員の報酬額及び費用弁償額等に関する条例 

　及び市長等の給与に関する条例の一部改正 

○26 特別職の職員で非常勤のものの報酬額及び費用弁償 

　額並びにその支給に関する条例の一部改正 

○27 教育長の給与等に関する条例の一部改正 

○28 市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等 

　に関する条例の一部改正 

○29 職員退職手当支給条例の一部改正 

○30 交通災害共済事業特別会計設置に関する条例の廃止 

○31 土地開発基金条例の一部改正 

○32 手数料条例の一部改正 

○33 デイサービスセンター条例及びゆうあいの里条例の 

　一部改正 

○34 乳幼児医療費支給条例の一部改正 

○35 廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部改正 

○36 国民健康保険条例の一部改正 

○37 下水道条例の一部改正 

○38 水道事業の設置等に関する条例の一部改正 

○39 火災予防条例の一部改正 

○40 地方独立行政法人法の施行に伴う関係法律の整備等 

　に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する 

　条例の制定 

○41 市道路線の廃止 

○42 豊橋市及び豊川市消防通信指令事務協議会の設置 

○43 15年度豊川駅東土地区画整理事業特別会計補正予算 

　（第２号） 

○44 職員の特殊勤務手当に関する条例の制定 

○45 豊川市・音羽町・一宮町・小坂井町・御津町合併協 

　議会の廃止 

同意①教育委員会の委員の任命同意 

議発①議員派遣 

※①②③⑦○24 議案は賛成多数で、その他の議案は全員 

一致で原案可決。 

■3月定例会　　　 

○46 市税条例の一部改正 

○47 道路占用料等に関する条例の一部改正 

○48 南部中学校屋内運動場改築工事のうち建築請負契約の締結 

報告①15年度老人保健特別会計補正予算（第3号）の専決処分 

　　　の承認 

報告②市税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 

報告③消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の 

　　　専決処分の承認 

同意②監査委員の選任同意 

※すべての議案を全員一致で原案可決。 

議決状況の一覧  
■5月臨時会　　　 


